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2022 年度第 4 回運営委員会議事録案 

 

日 時：2022 年 10 月 25 日（火） 10：00～11：30 

場 所：Web 会議 

参加者：細本有理子（成蹊大学）、藤順一（早稲田大学）、田邉豊（亜細亜大学）、 

仲田隆美（法政大学）、杉山友美（関東学院大学）、森浩生（玉川大学）、 

飯泉慎也（専修大学） 

事務局：島田貴司、佐々木綾花（立正大学） 

オブザーバー：湯浅知二（亜細亜大学）、野村彩衣（専修大学） 

欠席 ：西條智架（慶應義塾大学）、水上裕子（立正大学） 

※順不同、敬称略 

 

議事概要： 

1．2021 年度東地区部会研究部報告書について （資料１） 

資料に基づいて説明がなされた。東地区部会研究部の報告書は前期より配布冊子からHP

掲載に発行方法を変更している。従来は印刷費用を考慮する必要があったため掲載資料が

白黒であったが、現在のWeb上の公開ではデータ容量に制限がないため、研究講演会およ

び研修分科会等の講演資料について講演者より当日のデータを提出いただきカラーで公開

を行うこととした。 

  

2．2022 年度オンデマンド研修（図書・雑誌コース）について （資料２） 

雑誌コースは10月26日（水）をもって終了する。図書コースは申込期限が10月21日

（金）までとなっており現時点で21名の申し込みがある旨共有された。定員に若干名余裕

があるため、運営委員の所属大学より希望があれば相談いただきたい旨補足があった。 

 

3．2022年度研修会報告について 

 オンデマンド公開についてHPに掲載はあるがURLにアクセスするとログインIDとPWを求

められる旨指摘があり、ログイン情報について研究部担当理事校が確認した結果、11月1

日（火）より限定公開が開始されるため閲覧が可能となる旨回答があった。 

 

4．私立大学図書館協会東地区部会研究部研究分科会マニュアル改訂について（資料３） 

資料に基づいて説明・議論がなされた。以下、意見として挙がった内容を一部抜粋する。 

・従来の研究分科会を残す前提で進めているが、研修会を土台に進めていくのであれば研修

期間を 1 年に変更するなど見直しが必要ではないか 

・研究期間を考慮すれば研究分科会のように 2 年単位で行うことが望ましいが、参加への
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容易さを考慮すれば研修分科会や研修会といった単年度の取り組みが望ましい 

・一例として研究計画自体は 1 期 2～3 年とするが参加期間は自由とするのはどうか 

・従来の研究分科会と現在のスキルアップ研修との差異が明確でない。現状、和漢古典籍研

究分科会はスキルアップ研修（和漢古典籍コース）に移行している 

・各研修で段階的に進歩できる環境の構築が望ましく、初任者研修やスキルアップ研修を経

験した後により発展的な研究を行いたい場合に限り研究分科会への参加を希望いただく

など、段階的な研修体制を明示する必要があるのではないか 

・和漢古典籍が継続してきた理由として、初年度は講師による講習がメインであったため、

受講者が学びやすい環境が構築されていた 

本日の意見をもとに修正し、再度運営委員に提示予定である。 

 

5．2022 年度研修報告大会について（資料４） 

資料に基づいて説明がなされた。開催日は 12 月 16 日（金）で確定。担当理事校と IAAL

が調整を行い詳細が決まり次第運営委員に共有する旨報告がなされた。 

 

6．私立大学図書館協会東地区部会研究部 YouTube チャンネル作成について  

従来行われてきた対面での講演会・研修会から、コロナ禍を経てオンライン・オンデマン

ド形式への移行が期待されるため、東地区部会研究部の YouTube チャンネルを作成した。

昨年度・今年度と映像の公開は研究部担当理事校の図書館アカウントより行っていたが、今

後も継続的な公開を行うには研究部としてのチャンネルを作成することが望ましいと判断

し作成した旨説明がなされた。 

 

7．第２回運営委員会・研修委託業者合同会議について（資料５） 

現在、各種研修会受講者に対し 10 月末を目途に中間アンケートを実施している。回答内

容については詳細を確認する必要があるが、現時点で満足度について個々の差が大きい旨

説明がなされた。また、オンラインに加え対面での開催を要望する声も多くいただいている

が、地方の加盟館に対する研修機会の確保がオンラインで行う目的の一つであることから、

対面での実施については地方参加者への考慮が必要である旨補足がなされた。次回の運営

委員会において集計結果を共有したうえで、次年度以降に向けた課題の認識およびプログ

ラムの見直し等を進めていきたい。 

 

 8．2022 年度研究部運営委員会日程及び協会スケジュールについて（資料６） 

 東西合同役員会がオンラインでの開催に変更された旨共有がなされた。 

 

 9．その他 

1 月頃を目途に次期運営委員を確定し 3 月の運営委員会に出席いただく旨、研修委員長に
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出席いただき活動報告を行っていただく旨、共有がなされた。 

 

配布資料： 

なし 

 


